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業　績　概　要
　木材・プラスチック複合材（混練型WPC）（以下，WPCと略す）は，耐水性や耐朽性が比較的高いこ
とから主にデッキ材等のエクステリア材料として利用されています。しかし，長期間屋外で使用する間に，
変色や，デッキ材表面に粉がふくチョーキング現象といった耐候性に関する問題が散見され，対策が求め
られていました。
　本研究は，WPC の耐候性に関する問題の根本的な解決のために，WPC の主原料である木粉の含有率
に着目し，変色やチョーキングの発生度合いに及ぼす影響について詳細に検討したものです。一連の研究
結果から，変色の傾向が木粉含有率30％を境にして大きく異なることや，木粉含有率を高くするに従い，
チョーキング発生度合が高くなることなどを明らかにしました。また，WPCの耐候性に大きな影響を及
ぼす木粉含有率について，全反射測定法によるフーリエ変換赤外分光分析により，非破壊で簡便に定量す
る手法を提案しました。

今後の取り組み
　本研究の成果は，WPCの様々な用途に適した製造仕様と品質管理の指針となるものであると考えてい
ます。今後は屋外環境におけるWPC 表面の劣化メカニズムに関してさらに詳細な研究を行うとともに，
耐候性向上技術の最適化および高度化を行い，WPCの更なる普及に貢献していきたいと考えております。
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